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一
の
４
中
「
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。」の
下
に
「
特
に
、
耐
震
診
断
義
務
付
け
対
象
建
築
物
に
つ
い
て
は
早
急
な
耐

震
診
断
の
実
施
及
び
耐
震
改
修
の
促
進
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
重
点
的
な
予
算
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。」を
加
え
、「
第
十
七
条
」
を
「
第
三
十
二
条
」
に
改
め
、
同
４
を
同
５
と
し
、
同
３
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。４

計
画
の
認
定
等
に
よ
る
耐
震
改
修
の
促
進

所
管
行
政
庁
は
、
法
第
十
七
条
第
三
項
の
計
画
の
認
定
、
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
認
定
、
法
第
二
十
五
条

第
二
項
の
認
定
に
つ
い
て
、
適
切
か
つ
速
や
か
な
認
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

国
は
、
こ
れ
ら
の
認
定
に
つ
い
て
、
所
管
行
政
庁
に
よ
る
適
切
か
つ
速
や
か
な
認
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
必

要
な
助
言
、
情
報
提
供
等
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

二
の
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

建
築
物
の
耐
震
化
の
現
状

平
成
二
十
年
の
統
計
調
査
に
基
づ
き
、
我
が
国
の
住
宅
に
つ
い
て
は
総
数
約
四
千
九
百
五
十
万
戸
の
う
ち
、

約
千
五
十
万
戸
（
約
二
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
耐
震
性
が
不
十
分
で
あ
り
、
耐
震
化
率
は
約
七
十
九
パ
ー
セ
ン

ト
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
推
計
で
は
、
耐
震
性
が
不
十
分
な
住
宅
は
、
平
成
十
五
年
の
約
千
百
五
十
万
戸

か
ら
五
年
間
で
約
百
二
十
万
戸
減
少
し
て
い
る
が
、
大
部
分
が
建
替
え
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
耐
震
改
修
に
よ

る
も
の
は
五
年
間
で
約
三
十
万
戸
に
過
ぎ
な
い
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
法
第
十
四
条
第
一
号
に
掲
げ
る
建
築
物
（
以
下
「
多
数
の
者
が
利
用
す
る
建
築
物
」
と
い
う
。）に
つ

い
て
は
、
約
四
十
一
万
棟
の
う
ち
、
約
八
万
棟
（
約
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
耐
震
性
が
不
十
分
で
あ
り
、
耐
震

化
率
は
約
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

二
の
２
中
「
、
現
状
の
約
七
十
五
％
を
」
を
削
り
、「
こ
と
を
目
標
と
す
る
」
の
下
に
「
と
と
も
に
、
住
宅
に
つ
い
て

は
平
成
三
十
二
年
ま
で
に
少
な
く
と
も
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
」
を
加
え
、「
に
は
、
今
後
」

を
「
に
は
、
平
成
二
十
年
か
ら
平
成
二
十
七
年
ま
で
の
間
に
」
に
、「
六
百
五
十
万
」
を「
五
百
五
十
万
」に
、「
百
万
戸
）」

を
「
百
四
十
万
戸
）
と
す
る
必
要
が
あ
り
、
建
替
え
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
耐
震
改
修
の
ペ
ー
ス
を
約
三
倍
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
」
に
、「
約
五
万
」
を
「
少
な
く
と
も
約
四
万
」
に
、「
二
倍
な
い
し
三
倍
」
を
「
約
二
倍
」

に
、「
今
後
五
年
間
で
、
十
年
後
の
」
を
「
平
成
二
十
年
か
ら
平
成
二
十
七
年
ま
で
の
間
に
、」に
改
め
、「
考
え
て
、」の
下

に
「
少
な
く
と
も
」
を
加
え
、「
百
万
戸
、」を
「
百
四
十
万
戸
、」に
改
め
、「
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
平
成
二
十
七
年

ま
で
に
、
少
な
く
と
も
住
宅
に
つ
い
て
は
百
五
十
万
戸
な
い
し
二
百
万
戸
、
多
数
の
者
が
利
用
す
る
建
築
物
に
つ
い
て

は
約
五
万
棟
の
耐
震
診
断
の
実
施
」
を
削
り
、「
お
い
て
、
今
後
」
を
「
お
い
て
、」に
改
め
る
。

三
中
「
別
添
の
指
針
」
を
「
技
術
指
針
事
項
」
に
改
め
る
。

法
第
五
条
第
三
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
る
べ
き
道
路
は
、
沿
道
の
建
築
物
の
倒
壊

に
よ
っ
て
緊
急
車
両
の
通
行
や
住
民
の
避
難
の
妨
げ
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
道
路
で
あ
る
が
、
例
え
ば
緊
急

輸
送
道
路
、
避
難
路
、
通
学
路
等
避
難
場
所
と
連
絡
す
る
道
路
そ
の
他
密
集
市
街
地
内
の
道
路
等
を
定
め
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
特
に
緊
急
輸
送
道
路
の
う
ち
、
市
町
村
の
区
域
を
越
え
て
、
災
害
時
の
拠
点
施
設
を

連
絡
す
る
道
路
で
あ
り
、
災
害
時
に
お
け
る
多
数
の
者
の
円
滑
な
避
難
、
救
急
・
消
防
活
動
の
実
施
、
避
難

者
へ
の
緊
急
物
資
の
輸
送
等
の
観
点
か
ら
重
要
な
道
路
に
つ
い
て
は
、
沿
道
の
建
築
物
の
耐
震
化
を
図
る
こ

と
が
必
要
な
道
路
と
し
て
定
め
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
現
に
相
当
数
の
建
築
物
が
集
合
し
、
又
は
集
合
す
る
こ
と
が
確
実
と
見
込
ま
れ
る
地
域
を
通

過
す
る
道
路
、
公
園
等
の
重
要
な
避
難
場
所
と
連
絡
す
る
道
路
そ
の
他
の
地
域
の
防
災
上
の
観
点
か
ら
重
要

な
道
路
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
早
期
に
通
行
障
害
建
築
物
の
耐
震
診
断
を
行
わ
せ
、

耐
震
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
な
道
路
と
し
て
定
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
同
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
く
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
に
関
す
る
事
項
は
、
法
第
二
十
八
条
の
特
例

の
適
用
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五

都
道
府
県
耐
震
改
修
促
進
計
画
の
策
定
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
そ
の
他
建
築
物
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修

の
促
進
に
関
す
る
重
要
事
項

１

都
道
府
県
耐
震
改
修
促
進
計
画
の
策
定
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

イ

都
道
府
県
耐
震
改
修
促
進
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

都
道
府
県
は
、
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
都
道
府
県
耐
震
改
修
促
進
計
画
（
以
下
単
に
「
都
道

府
県
耐
震
改
修
促
進
計
画
」
と
い
う
。）を
、
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。）の
施
行
後
で
き
る
だ
け
速
や
か
に

改
定
す
べ
き
で
あ
る
。

都
道
府
県
耐
震
改
修
促
進
計
画
の
改
定
に
当
た
っ
て
は
、
道
路
部
局
、
防
災
部
局
、
衛
生
部
局
、
観
光
部

局
、
商
工
部
局
、
教
育
委
員
会
等
と
も
連
携
す
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
内
の
市
町
村
の
耐
震
化
の
目
標
や

施
策
と
の
整
合
を
図
る
た
め
、
市
町
村
と
協
議
会
を
設
置
す
る
等
の
取
組
を
行
い
な
が
ら
、
市
町
村
の
区
域

を
超
え
る
広
域
的
な
見
地
か
ら
の
調
整
を
図
る
必
要
が
あ
る
施
策
等
を
中
心
に
見
直
す
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。ま

た
、
都
道
府
県
耐
震
改
修
促
進
計
画
に
基
づ
く
施
策
が
効
果
的
に
実
現
で
き
る
よ
う
、
そ
の
改
定
に
当

た
っ
て
は
、
法
に
基
づ
く
指
導
・
助
言
、指
示
等
を
行
う
所
管
行
政
庁
と
十
分
な
調
整
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
都
道
府
県
は
、
耐
震
化
の
進
{
状
況
や
新
た
な
施
策
の
実
施
等
に
あ
わ
せ
て
、
適
宜
、
都
道
府
県

耐
震
改
修
促
進
計
画
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ロ

建
築
物
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
の
実
施
に
関
す
る
目
標

都
道
府
県
耐
震
改
修
促
進
計
画
に
お
い
て
は
、
二
２
の
う
ち
、
平
成
二
十
七
年
ま
で
の
目
標
を
踏
ま
え
、

各
都
道
府
県
に
お
い
て
想
定
さ
れ
る
地
震
の
規
模
、
被
害
の
状
況
、建
築
物
の
耐
震
化
の
現
状
等
を
勘
案
し
、

可
能
な
限
り
建
築
物
の
用
途
ご
と
に
目
標
を
定
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
な
お
、
都
道
府
県
は
、
定
め
た
目

標
に
つ
い
て
、
一
定
期
間
ご
と
に
検
証
す
べ
き
で
あ
る
。
特
に
耐
震
診
断
義
務
付
け
対
象
建
築
物
に
つ
い
て

は
、
早
急
に
耐
震
化
を
促
進
す
べ
き
建
築
物
で
あ
る
た
め
、
耐
震
診
断
結
果
の
報
告
を
踏
ま
え
、
耐
震
化
の

状
況
を
検
証
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
庁
舎
、
病
院
、
学
校
等
の
公
共
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
関
係
部
局
と
協
力
し
、
今
後
速
や
か
に
耐

震
診
断
を
行
い
、
そ
の
結
果
の
公
表
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
具
体
的
な
耐
震
化
の
目
標
を
設
定
す
べ
き
で

あ
る
。

さ
ら
に
、
重
点
化
を
図
り
な
が
ら
着
実
な
耐
震
化
を
推
進
す
る
た
め
、
都
道
府
県
は
、
公
共
建
築
物
に
係

る
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
作
成
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ハ

建
築
物
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
の
促
進
を
図
る
た
め
の
施
策

都
道
府
県
耐
震
改
修
促
進
計
画
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
建
築
物
の
所
有
者
等
と
の
役
割
分

担
の
考
え
方
、
実
施
す
る
事
業
の
方
針
等
基
本
的
な
取
組
方
針
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
支

援
策
の
概
要
、
安
心
し
て
耐
震
改
修
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
環
境
整
備
、
地
震
時
の

総
合
的
な
安
全
対
策
に
関
す
る
事
業
の
概
要
等
を
定
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

法
第
五
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
る
べ
き
公
益
上
必
要
な
建
築
物
は
、
地
震
時
に
お
け
る

災
害
応
急
対
策
の
拠
点
と
な
る
施
設
や
避
難
所
と
な
る
施
設
等
で
あ
る
が
、
例
え
ば
庁
舎
、
病
院
、
学
校
の

体
育
館
等
の
公
共
建
築
物
の
ほ
か
、
病
院
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
、
福
祉
施
設
等
の
民
間
建
築
物
の
う
ち
、
災
害

対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
二
条
第
十
号
に
規
定
す
る
地
域
防
災
計
画
や
防

災
に
関
す
る
計
画
等
に
お
い
て
、
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
そ
の
利
用
を
確
保
す
る
こ
と

が
公
益
上
必
要
な
建
築
物
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
も
、積
極
的
に
定
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
公
益
上
必
要
な
建
築
物
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
あ
ら

か
じ
め
、
当
該
建
築
物
の
所
有
者
等
の
意
見
を
勘
案
し
、
例
え
ば
特
別
積
合
せ
貨
物
運
送
以
外
の
一
般
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
で
あ
る
建
築
物
等
で
あ
っ
て
、
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に

公
益
上
必
要
な
建
築
物
と
し
て
実
際
に
利
用
さ
れ
る
見
込
み
が
な
い
も
の
ま
で
定
め
る
こ
と
が
な
い
よ
う
留

意
す
べ
き
で
あ
る
。
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